
　本校は、平成24・25年度の二年間にわたり、文
部科学省「道徳教育総合支援事業」の一環として、
愛媛県教育委員会から「特色ある道徳教育推進事業」
の指定を受けて研究をしてまいりました。「他国を
尊重し、国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献
する心を養う研究」と題した取組の一端をご紹介い
たします。

　1年次は、手探りながら、道徳の時間や各教科の
学習の充実を図るとともに、道徳性を育む様々な体
験活動を実施しました。特に、体育祭や合唱コンクー
ル等の集団で競う活動においては、リーダーを中心
に集団としての結束を高め、互いを高めあう態度や
相手を思いやる気持ち等の育成に努めてきました。
また、こうした態度が一時的なものとして終わらな
いよう、「すべてにおいてNo.1の学校を目指そう！」
を合言葉に、学習活動と部活動において根気強く取
り組むよう指導しました。学習活動においては家庭
学習の習慣の定着に、部活動においては挨拶の指導
に力を注ぎました。 
　さらに、生徒会の「ペットボトルキャップ回収運
動」を中心に活動を展開し、城南中学校生徒として
の自覚と誇りをもつことをねらいとして取り組みま
した。ペットボトルのキャップを集め、アフリカの

子どもたちのためのワクチンに
換える運動です。その結果、校
区内はもちろん市内外からの支
援を得ることができ、活動に広
がりができるとともに、生徒た
ちの活動意欲も向上が見られる
ようになってきました。

　2年次は、さらに研究主題に迫るべく、国際理解
を取り扱った教材の活用や体験活動の充実に努めま
した。
　道徳の時間にお
いては、外国の文
化や生活、外国で
活躍する日本人等
を扱った教材を積
極的に活用しまし
た。また、外国人留学生や宇和島市で生活する外国
人の方々等との交流も度々行いました。それぞれの
国の人々のものの考え方を理解することや異文化に
触れるとともに、日本の文化や生活等も紹介してい
きました。さらに、JICAや各種NPO法人等で開発
途上地域の経済や社会の発展に寄与し、国際協力の
促進を目的として活躍している職員を講師として招
へいしました。各国の文化や生活、そこで暮らす人々
の考え方、具体的な活動状況等を聞き、生徒たちの
視野を、徐々に世界へと広げていきました。
　生徒たちは、こうした二年間にわたる学習をとお
して、国際理解や世界の平和や発展に寄与するため
自分たちにできることは何かを考える等、現実的な
課題として取り組み始めています。さらに、その根
底には、世界中で生活するすべての人々を、地球上
で暮らす一人の人間として尊重し、認め合うことが
大切であることに気付き始めているようです。
　今後も、こうした活動を継続し、子どもたちの視
野がより広い世界へ広がることを願っています。

他国を尊重し、国際社会の平和と
発展や環境の保全に貢献する心を養う研究
愛媛県宇和島市立城南中学校　校長　是澤 祐二

【商店への依頼】

【中国人留学生との交流会】

互いを認め合い、支え合い、
協力する態度の育成
互いを認め合い、支え合い、
協力する態度の育成
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自国を愛し、国際的視野に立って、
世界の平和と人類の幸福に貢献する
態度の育成
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http://uwajima-jonan-j.esnet.ed.jp/html/

ク
ロ
ー

ズア
ップ！

教 育

現 場
の

日文教育資料

平成 26年（2014年）1月 1日発行

No.4

CD33214
9-

4No.
2014

E d u c a t i o n a l  i n f o r m a t i o n

日文最新情報はこちらから➡最新情報はこちらから➡ 検 索

日本文教出版Webサイト
道徳教育を考える
特集

学校を生き生きとした人間教育の場に
－特別の教科「道徳」を起爆剤にして－
昭和女子大学大学院　押谷由夫

人権の視点と道徳教育
－国際的な市民性教育の文脈の中で－
大阪大学大学院　平沢安政

発信！北から南から
健やかな心と体の育成
－「いのちの教育」の取組－
富山県教育委員会

クローズアップ！教育の現場
他国を尊重し、国際社会の平和と発展や
環境の保全に貢献する心を養う研究　
宇和島市立城南中学校　是澤祐二
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だけでなく、すべての内容項目にあてはめることが可
能であると、筆者は考えている。

　道徳教育においては、読み物資料を使った指導の在
り方が中心に据えられているが、例えばEテレの番組「道
徳ドキュメント」（小学校高学年と中学生向け）において
は、「プロを夢見た野球少女」「どうしてゴミを捨てる
の？」「『ちがう』ことを『ふつう』に」など、ジェンダー、
環境保全、外見による差別、などの現代的テーマが、
ドキュメンタリーをもとに道徳教育の課題として扱わ
れている。全15回分の番組すべてが、おさえるべき道
徳教育の内容項目と関連付けられており、人権に深く
関わる日常的・社会的なテーマを道徳的価値の視点か
ら考えることができるようになっている。近年、モラ
ルジレンマを活用した道徳教育実践なども広がってい
るが、これらの指導方法は「正解のない問い」と向き合っ
て考える態度を育てるとともに、他者との対話を通し
て道徳的価値に気づき、考えることを促す工夫がされ
ている。まさに、国際標準の学力（PISA型学力）や「21
世紀を生き抜く力」を育てようとしている今日の教育改
革が重視している「From Teaching to Learning（教
えるから学ぶへ）」という考え方にも合致するやり方だ
と言える。このように、道徳教育の指導法や教材設定
の在り方を、学習者のレールに乗せた形で新たに工夫
することが強く求められている。

　今後、道徳教育が人権教育とも連動しながら、21世紀
の市民性教育へと発展していくことを心から願っている。

大阪大学大学院人間科学研究科教授
専門：人権教育学、生涯教育学
おもな著書・論文：平沢安政他編著『人権教育総合年表』（明石
書店、2013年）、平沢安政編著『人権教育と市民力－「生きる
力」をデザインする』（解放出版社、2011年）
学外委員等：大阪府人権施策推進審議会会長、文部科学省「人
権教育の指導方法等に関する調査研究会議」委員、（公財）世界
人権問題研究センター客員研究員、等。

　1958年（昭和33年）に「道徳の時間」が特設されて以
来、それが戦前の「修身」復活を想起させる形で行われ
たために、道徳と人権を相互に相容れないものである
かのように認識する傾向が根強く存在してきた。また、
2013年に誕生した安倍政権のもとで、いじめ・体罰の
防止だけでなく、ナショナリズムや愛国心の育成と結
びつけて道徳教育の強化が議論されていることから、
人権教育を推進してきた人々がこのような動向に警戒
心をもっている現状もある。
　しかし、道徳は「人の生きる道」を示したものであり、
人権はだれもが幸せに生きるための権利であることを
考えると、道徳と人権の視点は、そもそも対立するも
のではないはずだ。例えば、日本の学校教育における
人権教育のガイドラインを理論的・実践的に提示した
文科省の「人権教育の指導方法の在り方【第三次とりま
とめ】」（2008年3月）においても、道徳への言及が各所
で行われ、人権感覚の育成や人権教育の価値・態度的
側面に関わるものとして重視されている。また、日本
道徳教育学会は、2010年11月に京都で開催した研究
大会において「道徳と人権」を大会テーマに掲げ、道徳
教育と人権教育の関係について意見交換を行った。学
校現場の教育実践を見ても、「障害者や高齢者の施設を
訪問し、交流活動を行った」取り組みが、ある学校では
道徳教育の実践として報告され、別の学校では人権教
育の実践として報告されていたりすることも多い。さ
らに、道徳教育と人権教育のいずれについても、「教育
活動全体を通じて取り組む」とされていることから、担
当教員の役割、教材や指導方法の在り方、年間指導計
画の立て方など、さまざまな点で共通する事項がある。
　このように道徳教育と人権教育の間には重なりあう
部分が数多くあるにもかかわらず、両者の協働（コラボ）
や相互の関係性を整理する作業は、あまり進んでこな
かったように思われる。

　他方、国際的な流れを見ると、道徳性が市民性の重
要な構成要素として位置づけられている。例えば
2002年からイギリスの中等教育で必修化された「市
民科（citizenship）」においては、道徳的・社会的責任が、
政治的教養やコミュニティへの参加とともに3本柱のひ
とつになっており、批判的・分析的思考力や社会参加
のスキルなど、人権教育が重視してきた資質や力とと
もに、市民性・市民力の土台を形作るものとされている。
また、1980年代以降、移民をはじめとする各種の社会
的マイノリティ集団に焦点をあてながら、共生社会の
実現を目指して世界的に広がってきた多文化教育・多
文化共生教育の領域においても、社会の多様性を活力
とするような市民性教育への進化が重要なテーマにな
りつつあり、グローバル化と多文化化が急速に進展す
る現代社会を生きるために必要な価値観や態度を養う
ものとして、道徳教育がとらえられるようになってきた。
　以上のことから、日本の道徳教育の在り方について、
人権の視点からあらためてとらえ直すとともに、国際
的な市民性教育の文脈で課題を整理することが、今求
められている。その際、日本の教育がこれからどのよ
うな人材を育てようとしているのか、またどのような
資質や力を育もうとしているのかについても正確に把
握しておく必要がある。

　2008年12月に中央教育審議会から出された「学士力
答申」（「学士課程教育の構築に向けて」）は、「未来の社
会を支え、より良いものとする『21世紀型市民』を幅広
く育成する」ことを目標として掲げた。これは、大学教
育における教育目標を示したものであるが、そこで
「21世紀型市民」が身につけておくべき資質や能力とし
て例示されている「自己管理力」「多文化理解」「倫理観・
社会的責任」「問題解決能力」等は、初等・中等教育にお

いても重要な意味をもっている。文科省のもとに「育成
すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在
り方に関する検討会」が設置され（2012年12月4日）、
「真の＜自立＞と＜共生＞を目指す教育課程の創造」と
いった課題が検討されているが、このような今日的状況
に留意しながら今後育てるべき道徳的価値観や実践力に
ついて考えるためには、人権の視点を抜きにすることは
できない。「21世紀は人権の世紀」（国連）だからである。

　現行の学習指導要領の道徳を見ると、「主として○○
に関すること」という言い方で道徳的価値が具体的な内
容項目として表現されており、それらが「自分」「他者」「自
然や崇高なもの」「集団や社会」という4つのカテゴリー
に分類されている。この分類は、人権や市民性について
もあてはまるものであり、これらの内容項目を日本社会
の伝統的な価値観と枠組みの中だけでとらえていると、
道徳教育の未来を切り拓くことは難しいだろう。
　内容項目のそれぞれについて、人権の視点や市民性
教育の視点から考えてみることにより、道徳教育の在
り方に新たな気づきが生まれるのではないだろうか。
例えば、内容項目2－（1）「礼儀・挨拶」について、ただ「日
本社会の伝統的美徳としてきちんと挨拶できるように
指導することが大切だ」として形式的・儀礼的な教え込
みをしてしまうと、「相手に対するリスペクト（尊重・
尊敬）の気持ちの表現としての挨拶」とは異なるものに
なってしまう可能性があるため、「礼儀・挨拶」を人権
の視点であらためてとらえ直す必要がある。また、内
容項目2－（2）「思いやり」について、例えば1922年に
つくられた「水平社宣言」が「人間はただいたわるので
はなく、尊敬することが大切だ」と述べたのはなぜだっ
たのか、また「上から目線のパターナリズム」（父権的
温情主義）ではなく、他者の尊厳を真に大切にするやり
方で思いを届けるために何が必要なのか、等を考える
ことを通じて、人権の視点と整合性のある道徳的価値
の育成が展望できるのではないだろうか。さらに、内
容項目3－（2）「自然愛、畏敬の念」についても、2011
年の東日本大震災の経験を踏まえた自然との共生の在
り方や、世界的に著名な環境保護運動家レイチェル・
カーソンが言った「センス・オブ・ワンダー」（自然の
美しさや不思議さに目を見はる感性）などを踏まえなが
ら、ESD（持続可能な開発のための教育）の課題や実践
とも結びつけて考えることにより、グローバルな人権
の視点からとらえ直すことができるのではないだろう
か。人権の視点と重ねるこのような発想は、以上の3つ
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日常生活の安全と安心に配慮したデザインの大切さ
関西大学　河田惠昭

これからの防災教育はどうあるべきか
～釜石の事例から得られる知見～
群馬大学　片田敏孝

発信！北から南から
校区の設置状況に応じた
小中連携・一貫教育の推進！　
日光市教育委員会

クローズアップ！教育の現場
安全指導と「安全を学ぶ」
ということ　
大阪教育大学附属池田小学校　
松井典夫
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